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平
成
20
年
度
伊
方
町
の
財
政
の
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項

及
び
第
22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
報
告

伊
方
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正

【
出
産
育
児
一
時
金
に
関
す
る
経

過
措
置
】

　

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
出
産
し
た

時
に
支
給
す
る
出
産
育
児
一
時
金　

35
万
円
↓
39
万
円

平
成
21
年
度
伊
方
町
港
湾
整
備
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

86
万
６
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

２
、
５
８
９
万
１
千
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
４
５
万
４
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

７
３
６
万
１
千
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
９
万
１
千
円
を
減
額
し

予
算
の
総
額
を

１
億
７
、
６
３
４
万
７
千
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
、
３
８
３
万
８
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

10
億
５
、
８
７
５
万
９
千
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
介
護
サ
ー
ビ

ス
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
７
０
万
８
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

９ 月 定 例 会 の 動 き９ 月 定 例 会 の 動 き９ 月 定 例 会 の 動 き
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰

第18回定例会は９月25日～29日開催
報告１件、条例１件、決算14件
補正予算11件、契約６件
その他３件、発議２件

（発議１件否決、他全て原案可決･認定しました）

主
な
決
定
事
項

報　
　

  

告

条　
　

  
例

補
正
予
算

平
成
20
年
度
伊
方
町
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
決
算

　

別
頁
の
と
お
り
認
定

平
成
20
年
度
伊
方
町
水
道
事
業
会

計収
益
的
収
入

３
２
０
、
８
０
９
、
７
９
６
円

収
益
的
支
出

３
０
６
、
６
３
６
、
９
５
１
円

資
本
的
収
入

２
９
２
、
７
９
３
、
０
８
０
円

資
本
的
支
出

３
６
４
、
０
３
６
、
４
４
０
円

平
成
21
年
度
伊
方
町
一
般
会
計
補

正
予
算 (
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
１
１
５
万
７
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

１
２
０
億
６
、
８
９
９
万
５
千
円

と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号
）             

事
業
勘
定

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
６
０
万
７
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

20
億
２
、
６
０
４
万
９
千
円
と
す
る

直
営
診
療
施
設
勘
定

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
９
１
万
６
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

６
億
８
、
３
０
４
万
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
学
校
給
食
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

14
万
３
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

４
、
９
１
１
万
７
千
円
と
す
る

　主な内容  （単位：千円）
事 　業　 内　 容 予算額

新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 対 策 8,379
子 育 て 応 援 特 別 手 当 7,424
産 業 振 興 促 進 対 策 事 業 補 助 3,611
農 道 開 設 補 助 1,478
農 地 有 効 利 用 支 援 整 備 事 業 9,870
道 路 新 設 改 良 事 業 71,045
地 震 防 災 マ ッ プ 作 成 業 務 6,285
人事異動等に伴う人件費の調整 56,081
財 政 調 整 基 金 積 立 金 108,000
町 債 管 理 基 金 積 立 金 100,000

決　
　

  

算
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契　
　

  

約

１
、
５
９
０
万
８
千
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
、
７
５
９
万
９
千
円
を
追
加
し 

予
算
の
総
額
を

５
億
２
、
５
８
１
万
１
千
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
小
規
模
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
５
７
万
円
を
追
加
し  

予
算
の
総
額
を

２
億
７
、
３
８
５
万
８
千
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

水
道
事
業
費
用
を

58
万
８
千
円
追
加
し

費
用
の
総
額
を

３
億
７
５
４
万
４
千
円
と
す
る

伊
港
交
第
４
号
の
３ 

伊
方
港
湊

浦
物
揚
場
（
―
２
・
０
ｍ
）（
Ⅱ
）

築
造
工
事
請
負
契
約
の
変
更
締
結

に
つ
い
て

変
更
前

そ　

の　

他

発　
　

  

議

５
、
８
９
０
万
５
千
円

変
更
後

６
、
２
７
９
万
円

（
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額
）

飛
田
建
設
有
限
会
社

豊
の
浦
漁
港
地
域
水
産
物
供
給
基

盤
整
備
事
業
請
負
契
約
の
変
更
締

結
に
つ
い
て

変
更
前

１
億
４
、
６
７
９
万
円

変
更
後

１
億
５
、
６
６
６
万
円

（
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額
）

田
中
建
設
有
限
会
社

足
成
漁
港
漁
村
再
生
交
付
金
事
業

請
負
契
約
の
変
更
締
結
に
つ
い
て

変
更
前

１
億
４
、
５
５
３
万
円

変
更
後

１
億
５
、
６
８
７
万
円

（
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額
）

藤
川
建
設
有
限
会
社

伊
港
交
第
５
号 

伊
方
港
湊
浦
物

揚
場
（
―
２
．
０
ｍ
）（
Ⅱ
）
築
造

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

１
億
１
、
７
４
９
万
５
千
円

飛
田
建
設
有
限
会
社

大
成
漁
港
漁
村
再
生
交
付
金
事
業

（
分
割
の
２
）
請
負
契
約
の
締
結

【第16回臨時会報告】
第16回臨時会は、８月21日に開催され、上程された議案は何れも原案のとおり可決されました。

○伊方町立三崎小中学校プール新築工事請負契約の締結について
　　　契約金額　１億２，４９５万円　　
　　　五洋・浜本特定建設工事共同企業体　五洋建設株式会社四国支店

○伊方町リサイクルセンター建設工事請負契約の締結について
　　　契約金額　１億２，２７４万５千円
　　　堀田建設・井上建設特定建設工事共同企業体　堀田建設株式会社伊方支店

に
つ
い
て

契
約
金
額

１
億
１
、
３
４
０
万
円

堀
田
建
設
株
式
会
社
伊
方
支
店

消
防
車
両
の
取
得
に
つ
い
て

契
約
金
額

３
、
４
９
１
万
２
千
５
百
円

有
限
会
社
愛
媛
芝
浦
ポ
ン
プ
商
会

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て　

　

認
定
し
た
路
線

　

町
道
二
名
津
中
央
線

八
幡
浜
市
と
伊
方
町
と
の
間
に
お

け
る
八
西
地
域
情
報
基
盤
整
備
事

業
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

　

本
町
の
八
西
地
域
情
報
基
盤
整

備
事
業
事
務
を
八
幡
浜
市
へ
委
託

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
も
の

不
当
利
得
返
還
請
求
の
訴
え
の
提

起
に
つ
い
て
の
議
決
内
容
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
２
月
７
日
付
け
第
２

号
議
案
を
も
っ
て
議
決
さ
れ
た
訴

え
の
提
起
の
内
容
を
変
更
す
る
も

の「
４　

事
件
に
関
す
る
取
り
扱
い
及
び

方
針
の
内
、
訴
訟
に
お
い
て
上
記
請

求
が
容
認
さ
れ
な
い
と
き
は
上
訴
す

る
も
の
と
す
る
」
を
削
る
も
の

伊
方
町
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

伊
方
町
政
治
倫
理
条
例
の
一
部

を
改
正

　

次
の
１
条
を
加
え
る
も
の

「
第
４
条　

議
員
、
そ
の
配
偶
者
及
び

そ
れ
ぞ
れ
の
一
親
等
以
内
の
者
が
経

営
又
は
役
員
を
し
て
い
る
企
業
は
、

町
が
行
う
工
事
等
の
請
負
契
約
、
一

定
期
間
に
わ
た
る
継
続
的
な
業
務
委

託
契
約
及
び
一
般
物
品
納
入
契
約
を

辞
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
否
決
さ
れ
ま
し
た
）

経
済
危
機
対
策
の
着
実
な
実
行
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

原
案
ど
お
り
可
決
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原
子
力
行
政
の
視
察
調
査
を
目
的
に
８

月
24
日
〜
26
日
に
か
け
、
議
員
15
名
及
び

町
長
他
職
員
３
名
の
19
名
に
て
、
原
子
力

発
電
所
を
立
地
し
て
い
る
玄
海
町
へ
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

   

玄
海
町
は
、
佐
賀
県
の
西
北
部
、
東
松

浦
半
島
の
中
央
に
位
置
し
、
人
口
約
６
、

７
０
０
人
の
農
業
と
漁
業
を
基
幹
産
業
と

す
る
町
で
す
。

   

玄
海
発
電
所
は
、
九
州
の
電
気
の
約
３

割
を
賄
う
九
州
で
一
番
大
き
な
発
電
所
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

   

玄
海
町
役
場
で
は
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
を
巡
る
経
緯｣

｢

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交

付
金
に
係
る
整
備
計
画｣

｢

中
間
貯
蔵
施

設
設
置
に
係
る
検
討
状
況
」
等
に
つ
い
て
、

忌
憚
の
な
い
話
を
伺
い
、
活
発
な
意
見
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

玄
海
町
を
訪
ね
て

平 成 20 年 度 決 算
　監査委員による平成20年度の一般会計及び特別会計決算審査が、７月22日～８月３日にかけて実施され、更に、
第18回定例会会期中の９月28日に全員協議会で審議し、９月29日の本会議において認定されました。

会　計　別
予算現額
調 定 額

決　算　額 歳入歳出
差 引 額歳　入 歳　出

一 　 般   会   計
12,107,029,000
11,519,137,240

11,407,120,512 11,056,671,735 350,448,777

学 校 給 食 特 別 会 計
46,691,000
46,798,343

45,884,485 45,737,744 146,741

住 宅 新 築 資 金 等 貸
付 事 業 特 別 会 計

9,848,000
10,162,334

10,162,334 4,283,673 5,878,661

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 事 業 勘 定 ）

1,869,445,000
1,936,616,697

1,870,062,393 1,764,772,139 105,290,254

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 直 営 診 療 施 設 勘 定 ）

653,039,000
644,782,689

644,782,689 637,607,571 7,175,118

老 人 保 健 特 別 会 計
205,139,000
203,809,985

203,809,985 201,345,261 2,464,724

後期高齢者医療保険特別会計
151,346,000
148,076,980

147,802,290 144,572,172 3,230,118

港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計
22,635,000
22,803,313

22,803,313 3,324,300 19,479,013

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
656,469,000
511,500,063

511,484,943 498,631,513 12,853,430

小規模下水道事業特別会計
202,539,000
125,547,192

125,543,792 120,968,542 4,575,250

特定地域生活排水処理事業特別会計
42,709,000
40,316,213

40,316,213 40,290,713 25,500

介 護 保 険 特 別 会 計
1,044,633,000
1,061,812,172

1,057,693,072 1,022,983,601 34,709,471

介 護 サ ー ビ ス 特 別 会 計
13,536,000
13,468,491

13,468,491 6,685,972 6,782,519

風 力 発 電 事 業 特 別 会 計
45,543,000
43,761,665

43,761,665 44,696,700 △935,035

（単位：円）
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一
　
般 

　
質
　
問

　
通
　
告
　
概
　
要

篠　

川　

長　

治　
議
員

　

○
伊
方
町
公
民
館
条
例
＆
伊
方
町
集
会
所
条
例
等
に
つ
い
て

　

○
職
員
の
派
遣
と
公
益
法
人
職
員
の
受
け
入
れ
等
に
つ
い
て

　

○
亀
ヶ
池
温
泉
の
指
定
管
理
料
等
に
つ
い
て

桝　

田　

和　

美　
議
員

　

○
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
対
策
に
つ
い
て

　

○
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
つ
い
て

菊　

池　

隼　

人　
議
員

　

○
高
齢
者
福
祉
施
設
施
策
に
つ
い
て

篠
川　

長
治 

議
員

伊
方
町
公
民
館
条
例
＆
伊
方

町
集
会
所
条
例
等
に
つ
い
て

問　
伊
方
町
集
会
所
条
例
で
は
、

町
民
の
生
活
文
化
の
振
興
と
社
会

福
祉
の
増
進
を
図
り
、
も
っ
て
町

民
に
健
全
で
明
る
い
生
活
を
営
ま

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
町
内
各

地
区
に
集
会
所
施
設
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
自
治
会
、
町
内
会
等
の

団
体
は
地
域
社
会
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
通
常

い
わ
ゆ
る
権
利
な
き
団
体
で
あ

り
、
そ
の
名
義
で
の
不
動
産
登
記

が
で
き
な
い
こ
と
等
か
ら
財
産
上

の
問
題
が
生
じ
て
い
た
が
、
平
成

３
年
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
法
人
格
を
付
与
す
る
途
が
開

か
れ
、
地
縁
に
よ
る
団
体
は
、
地

域
的
な
共
同
活
動
の
た
め
の
不
動

産
ま
た
は
不
動
産
に
関
す
る
権
利

等
を
保
有
す
る
た
め
市
町
村
長
の

認
可
を
受
け
た
い
時
は
、
そ
の
規

約
に
定
め
る
目
的
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
権
利
を
有
し
義
務
を
負
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
お
伺
い
し
ま
す
。

（
１
）
自
治
法
の
改
正
前
で
は
、

本
来
各
地
区
の
財
産
で
あ
っ
て
も

各
地
区
の
名
義
で
登
記
が
で
き
な

い
た
め
、
便
宜
上
、
町
名
義
で
登

記
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
各
地
区

か
ら
返
還
請
求
が
あ
れ
ば
当
然
返

還
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
17
回

定
例
会
の
中
で
町
長
は
、
川
之
浜

集
会
所
は
町
の
財
産
で
あ
る
と
答

弁
さ
れ
た
。
と
い
う
こ
と
は
前
述

の
集
会
所
は
全
て
町
の
財
産
と
理

解
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

（
２
）
川
之
浜
集
会
所
の
解
体
工

事
費
用
は
全
額
町
の
負
担
な
の
か
。

（
３
）
今
後
集
会
所
等
の
改
築
費

用
は
全
額
町
の
負
担
で
実
施
す
る

の
か
。

答　
（
１
）町
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
整
備
し
た
施
設
で
あ
り
、
町
が

所
有
す
る
財
産
で
あ
る
。

（
２
）
川
之
浜
集
会
所
は
昭
和
42

年
に
旧
瀬
戸
町
に
お
い
て
建
築
さ

れ
た
建
物
で
あ
り
、
現
在
は
老
朽

化
に
伴
い
柱
が
腐
食
す
る
等
、
非

常
に
危
険
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
全
額
町
の
負
担
に
よ
り
解
体

す
る
。

（
３
）
町
が
責
任
を
も
っ
て
対
処

す
る
必
要
が
あ
り
主
体
と
な
っ
て

整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
が
、
一
般
的
な
規
模
を

超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
財
源

等
の
問
題
か
ら
地
区
に
負
担
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

 
 

（
町
長
）

員
の
質
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

部
分
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
保
健
福
祉
課
へ
配
置
転
換
に

な
っ
た
職
員
は
施
設
入
所
者
か
ら

の
信
頼
も
厚
か
っ
た
と
聞
き
及
ん

で
い
る
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

こ
の
配
置
転
換
は
双
方
に
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
感
触
を

得
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
上
か
ら

も
問
題
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答　
（
１
）
こ
の
件
に
つ
い
て
は
人

事
交
流
が
原
因
で
生
じ
た
問
題
で

は
な
く
、
つ
わ
ぶ
き
荘
で
従
来
よ

り
潜
在
的
に
抱
え
て
い
た
対
応
困

難
者
に
対
す
る
消
極
的
な
受
入
姿

勢
に
つ
い
て
関
係
機
関
か
ら
指
摘

が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
直
ち

に
対
応
を
行
い
事
態
の
収
拾
が
図

ら
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

（
２
）
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
要
介
護

者
等
の
ニ
ー
ズ
と
、
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
介
護
従
事
所
の
間
で
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
確
保
で

き
る
よ
う
連
絡
調
整
及
び
便
宜
を

図
る
こ
と
を
業
務
と
し
て
お
り
、

両
施
設
は
、
本
町
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
支
え
る
中
心
的
な
機
関
と
し

て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
人
事
交
流
は
今
後
の
両
施
設

の
連
携
を
深
め
る
た
め
に
も
非
常

に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
人
事
交
流
を
期
に
、
指

導
者
と
し
て
の
適
切
な
人
材
を
招

き
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

町
と
し
て
も
派
遣
し
た
職
員
自
身

が
現
場
の
実
情
を
認
識
し
機
動
的

な
対
応
能
力
を
獲
得
し
将
来
の
管

理
職
員
と
し
て
の
指
導
能
力
を
発

揮
し
て
も
ら
い
た
い
、
こ
の
よ
う

に
考
え
、
介
護
保
険
に
精
通
し
町

職
員
の
派
遣
と
公
益
法
人
職

員
の
受
け
入
れ
等
に
つ
い
て

確
保
や
専
門
的
知
識
の
活
用
に
よ

る
円
滑
な
事
業
推
進
等
の
観
点
か

ら
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
を
派

遣
し
、
当
該
公
益
法
人
の
事
務
に

従
事
さ
せ
る
こ
と
は
条
例
で
制
定

さ
れ
て
い
る
。
職
務
命
令
に
よ
る

公
益
法
人
等
へ
の
派
遣
は
、
地
方

公
共
団
体
の
事
務
と
し
て
通
常
の

職
務
命
令
を
出
す
も
の
で
あ
れ
ば

職
員
の
身
分
保
障
上
は
問
題
な
い

と
思
う
が
、
公
益
法
人
等
の
事
務

を
地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
同
一

視
で
き
る
か
と
い
う
疑
義
が
生
じ

る
。

　

そ
こ
で
、
お
伺
い
し
ま
す
。

（
１
）
職
員
の
配
置
転
換
に
関
連

し
、
先
の
議
員
協
議
会
で
２
人
の

議
員
か
ら
問
題
提
起
が
あ
り
、
こ

の
件
に
つ
い
て
調
査
す
る
よ
う
に

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
報
告
を
求
め
ま
す
。

（
２
）
町
の
保
健
師
を
つ
わ
ぶ
き

荘
へ
、
つ
わ
ぶ
き
荘
の
職
員
を
保

健
福
祉
課
へ
職
員
交
流
の
名
目
で

配
置
転
換
し
て
い
る
が
、
交
流
と

い
う
名
目
で
の
配
置
転
換
は
問
題

で
は
な
い
か
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉

士
及
び
保
健
師
等
が
互
い
に
連
携

を
取
り
な
が
ら
チ
ー
ム
と
し
て
、

高
齢
者
や
ご
家
族
の
皆
様
を
医
療

や
福
祉
等
、
総
合
的
に
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
て
い

る
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
、
保
健
師
で

あ
り
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ

る
職
員
を
、
つ
わ
ぶ
き
荘
へ
派
遣

す
る
こ
と
は
行
政
上
か
ら
も
問
題

で
は
な
い
か
。

（
３
）
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
人
の
満
足
度
合
い
は
、
サ
ー
ビ

ス
担
当
者
の
心
と
技
、
つ
ま
り
職

問　
地
方
公
共
団
体
が
設
立
ま
た

は
関
与
す
る
公
益
法
人
や
第
三
セ

ク
タ
ー
等
に
つ
い
て
は
、
人
材
の



（ 6 ）

内
の
高
齢
者
の
実
情
を
熟
知
し
て

い
る
こ
と
、
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
対
し
意
見
を
ま
と
め
る
能
力
を

有
す
る
こ
と
等
を
総
合
的
に
備
え

た
優
秀
な
職
員
を
人
選
し
た
。
派

遣
し
た
職
員
が
現
場
で
の
経
験
を

積
む
こ
と
に
よ
り
、
職
員
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
ま
た
将
来
的

に
は
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
も
相
当
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

（
３
）
町
で
は
第
４
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
お
い
て
小
規
模
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
の
施
設
運
営

に
つ
い
て
町
内
事
業
者
の
算
入
の

是
非
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
必

要
が
生
じ
て
い
る
。
つ
わ
ぶ
き
荘

か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
は
将
来

の
施
設
経
営
の
可
能
性
等
に
つ
い

て
、
現
場
を
熟
知
す
る
立
場
か

ら
、
そ
の
調
査
研
究
作
業
に
従
事

し
て
頂
き
た
く
、
人
選
に
あ
た
っ

て
は
知
識
と
経
験
を
有
し
、
更
に

人
事
管
理
面
で
の
経
験
を
有
す
る

総
合
能
力
の
あ
る
職
員
を
お
願
い

し
た
。
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

整
備
の
た
め
ご
理
解
頂
き
た
い
。

 

（
町
長
）

問　
亀
ヶ
池
温
泉
の
基
本
構
想
策

定
調
査
報
告
書
で
は
、
集
客
数
年

間
９
万
４
千
人
で
、
収
入
７
、
６

７
６
万
円
、
支
出
７
、
９
１
４
万

８
千
円
で
年
間
２
３
８
万
８
千
円

の
赤
字
だ
が
、
赤
字
に
つ
い
て
は

従
業
員
の
配
分
等
で
収
支
均
衡
を

図
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。
そ
の

問　
政
府
は
、
平
成
18
年
３
月
に

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
市
区
町
村

に
対
し
て
具
体
的
な
避
難
計
画
を

策
定
す
る
よ
う
要
請
し
て
き
た

が
、
自
然
災
害
の
犠
牲
者
ゼ
ロ
を

目
指
す
た
め
、
21
年
度
を
め
ど
に

市
町
村
に
お
い
て
要
援
護
者
情
報

の
収
集
、
共
有
等
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
避
難
プ
ラ
ン
の
全
体
計

画
が
策
定
さ
れ
る
よ
う
促
進
し
、

災
害
時
要
援
護
者
が
安
全
に
避
難

す
る
た
め
の
支
援
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
が
新
た
に
明
示
さ
れ
て
い

る
。

　

伊
方
町
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
、お
聞
き
し
ま
す
。

答　
年
度
内
完
成
を
目
指
し
検
討

会
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
、
更
に
福
祉
関
係
者
、

消
防
団
等
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
登
録
情
報
の
精
度
を
高
め
、

21
年
度
末
に
は
全
体
計
画
、
22
年

度
末
に
は
要
援
護
者
に
対
す
る

桝
田　

和
美 

議
員

災
害
時
要
援
護
者
の
避

難
支
援
対
策
に
つ
い
て

後
、
町
は
利
用
料
金
の
改
正
に
よ

り
年
間
約
１
、
２
８
５
万
円
の
増

収
効
果
が
あ
る
と
説
明
し
て
お

り
、
当
初
の
赤
字
見
込
額
を
差
し

引
い
て
も
、
１
、
０
４
６
万
２
千

円
の
黒
字
決
算
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。
ま
た
平
成
19
年
度
と
20
年
度

は
収
支
計
画
の
収
入
見
込
額
を
上

回
っ
た
時
は
必
要
経
費
控
除
後
の

50
％
を
町
へ
納
付
す
る
と
な
っ
て

い
る
が
、
19
年
度
利
益
は
１
、
４

７
６
万
３
千
円
、
20
年
度
利
益
は
９

５
７
万
５
千
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
ま
す
。

（
１
）
19
年
度
、
当
初
協
定
料
９

１
８
万
６
千
円
＋
費
用
実
費
１
、

１
８
１
万
２
千
円
か
ら
、
町
へ
の

納
付
金
１
、
３
５
４
万
７
千
円
を

差
し
引
い
た
７
４
５
万
１
千
円
が

指
定
管
理
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
。

（
２
）
20
年
度
、
当
初
協
定
料
１
、

４
９
８
万
６
千
円
＋
費
用
実
費
４

万
９
千
円
か
ら
、
町
へ
の
納
付
金

９
２
２
万
４
千
円
を
差
し
引
い
た

５
８
１
万
１
千
円
が
指
定
管
理
料

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

（
３
）
基
本
構
想
で
は
年
間
利
用

者
数
９
万
４
千
人
と
な
っ
て
い
る

が
19
年
度
は
11
万
５
、４
５
６
人
、

20
年
度
は
18
万
３
、
７
３
６
人
と

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
指

定
管
理
者
の
収
支
計
画
で
は
、
19

年
度
５
、
１
４
８
万
円
、
20
年
度

８
、
２
０
４
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
損
益
計
算
書
で
は
、
販
売
費

及
び
一
般
管
理
費
が
19
年
度
（
８

月
～
３
月
）
６
、
６
５
６
万
９
千

円
、
20
年
度
１
億
６
６
３
万
７
千

円
と
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
が
そ

の
理
由
。

（
４
）
設
計
者
の
実
績
デ
ー
タ
は
、

年
間
利
用
者
10
万
人
で
収
支
均
衡

が
図
れ
る
施
設
を
目
標
と
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
に
つ

い
て
。

（
５
）
指
定
管
理
者
の
マ
ー
ジ
ン

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。

（
６
）
21
年
度
の
指
定
管
理
料
は

０
円
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
利
用

料
収
入
が
収
支
計
画
を
上
回
っ
た

時
は
経
営
努
力
の
対
価
と
み
な
し

町
へ
の
納
付
金
は
要
し
な
い
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答　
（
１
）・（
２
）
指
定
管
理
料

に
つ
い
て
は
、
町
と
指
定
管
理
者

が
協
議
を
行
い
年
度
ご
と
に
定
め

て
い
る
が
、
温
泉
施
設
は
過
去
に

例
の
な
い
施
設
の
た
め
維
持
管
理

費
用
の
推
計
が
困
難
な
項
目
が
あ

り
、
開
業
後
、
当
分
の
間
は
町
が

提
示
し
た
金
額
を
基
準
と
し
て
試

算
し
、
年
度
終
了
後
、
実
績
額
と

の
差
額
を
加
算
・
減
算
し
て
指
定

管
理
料
を
精
算
す
る
方
法
を
採
用

し
た
。
更
に
収
入
に
つ
い
て
納
付

金
の
精
算
を
行
い
、
そ
の
よ
う
な

額
と
な
っ
た
。

（
３
）
一
般
管
理
費
が
試
算
額
を

大
き
く
上
回
っ
た
要
因
は
光
熱
水

費
の
増
加
で
、
こ
れ
は
営
業
日
数

を
40
日
程
度
増
や
し
た
こ
と
や
燃

料
費
の
高
騰
、
加
温
ボ
イ
ラ
ー
の

稼
動
見
込
率
を
低
く
見
込
ん
で
い

た
こ
と
等
が
原
因
で
あ
る
。

（
４
）
設
計
業
者
が
過
去
に
設
計

し
た
温
泉
施
設
に
お
い
て
利
用
者

数
10
万
人
程
度
で
収
支
の
均
衡
が

図
れ
て
い
る
施
設
が
あ
り
、
物
販

や
飲
食
施
設
に
よ
る
付
帯
収
入
の

ア
ッ
プ
、
ま
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
低
減
を
目
指
し
た
省
エ
ネ
型

設
備
の
採
用
等
に
よ
り
同
様
の
目

標
を
設
定
し
た
。

（
５
）
指
定
管
理
者
制
度
と
は
行

政
に
か
わ
り
民
間
事
業
者
が
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
て
よ
り
効
果

的
な
管
理
を
実
施
し
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
行
政
の
ス
リ
ム
化
を

図
る
も
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
対

価
と
し
て
、
指
定
管
理
者
が
一
定

の
マ
ー
ジ
ン
を
得
る
こ
と
は
至
極

当
然
の
こ
と
と
考
え
る
。
た
だ
そ

れ
が
適
正
な
対
価
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
の
収
支
状

況
を
検
証
し
年
度
別
協
定
に
よ
り

調
整
い
た
し
た
い
。

（
６
）
21
年
度
に
つ
い
て
は
指
定

管
理
料
は
０
円
と
し
、
併
せ
て
利

用
料
金
収
入
額
の
実
績
が
見
込
を

上
回
っ
た
場
合
は
経
営
努
力
の
対

価
と
し
て
管
理
者
の
収
入
と
し
た

い
旨
の
提
案
が
あ
り
20
年
度
の
経

営
収
支
で
検
証
し
た
と
こ
ろ
実
質

的
な
経
常
利
益
は
３
７
６
万
円
で

あ
っ
た
。
町
の
負
担
を
求
め
な
い

経
営
計
画
は
一
定
の
リ
ス
ク
を
伴

う
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
れ

を
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
町
長
）亀ヶ池温泉

亀
ヶ
池
温
泉
の
指
定

管
理
料
等
に
つ
い
て
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個
別
プ
ラ
ン
を
完
成
さ
せ
た
い
。

 
 

（
町
長
）

問　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
昨
年
12
月

か
ら
販
売
が
開
始
さ
れ
任
意
接
種

が
可
能
に
な
っ
た
ば
か
り
で
耳
慣

れ
な
い
名
称
で
あ
る
が
、
乳
幼
児

に
重
い
細
菌
性
髄
膜
炎
を
引
き
起

こ
す
ヒ
ブ
菌
で
、
か
つ
て
は
脳
膜

炎
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。
細
菌
に

よ
っ
て
発
症
す
る
と
死
亡
し
た
り

知
的
障
害
や
聴
覚
障
害
が
残
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
３
万
円
と
高
額

で
あ
る
が
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
に
対
す

る
助
成
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

も
増
え
て
い
る
。

　

伊
方
町
に
お
い
て
も
助
成
へ
の

検
討
を
要
望
し
ま
す
。

答　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
任
意
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
現
在
、
県
内
で
ワ
ク
チ
ン

に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
予
防
接
種
の
必
要

　

さ
る
10
月
９
日
、
愛
媛
県

武
道
館
に
お
い
て
四
国
の
各

町
村
か
ら
議
会
議
員
約
２
０

０
名
が
参
加
し
第
50
回
四
国

地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修

会
が
開
催
さ
れ
当
町
議
会
か

ら
も
議
員
12
名
事
務
局
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、「
09
政
権
交

代
選
挙

-

自
民
・
民
主
権
力

闘
争
の
舞
台
裏
」
と
題
し
、

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
泉
宏

先
生
の
講
演
、
更
に
「
日
本

再
生
へ
の
道

-

強
く
美
し
い

日
本
の
未
来
に
向
け
て
」
と

性
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
ワ
ク

チ
ン
自
体
が
昨
年
末
に
発
売
さ
れ

た
ば
か
り
で
あ
り
、
副
作
用
等
安

全
性
の
問
題
か
ら
も
町
が
積
極
的

に
助
成
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
や

県
の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。 

（
町
長
）

問　
（
１
）
第
４
期
介
護
保
険
事

業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

に
お
い
て
、
介
護
保
険
・
老
人
福

祉
施
設
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
２
）
介
護
保
険
・
老
人
福
祉
施

設
を
整
備
す
る
た
め
に
社
会
福
祉

協
会
と
の
人
事
交
流
を
行
っ
て
い

る
が
、
社
会
福
祉
協
会
が
運
営
す

る
の
か
。
運
営
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
人
事
交
流
は
必
要
な
い
と
思
う

が
、
町
で
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

（
３
）
医
療
制
度
改
革
（
医
療
療

養
病
床
の
削
減
・
介
護
療
養
病
床

の
全
廃
）
や
、
町
の
第
４
期
介
護

菊
池　

隼
人 

議
員

保
険
事
業
計
画
の
施
設
入
居
者
の

目
標
に
よ
る
と
介
護
難
民
が
発
生

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

町
で
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
（
１
）
今
後
更
に
高
齢
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、
県
に
お

い
て
は
施
設
整
備
に
対
す
る
許
認

可
等
の
制
約
が
あ
り
、
自
由
な
施

設
整
備
は
出
来
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
第
４
期
計
画
で

は
、
町
の
判
断
で
整
備
で
き
る
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
小
規

模
な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
認

知
症
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
小
規
模
多
機
能
型
局
宅
介
護

の
３
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤

の
整
備
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た

こ
れ
ら
の
施
設
は
現
在
三
崎
地
域

に
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

考
慮
し
三
崎
地
域
を
優
先
し
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
２
）
計
画
し
て
い
る
施
設
は
非

常
に
小
規
模
な
施
設
で
あ
り
経
営

面
を
考
え
れ
ば
、
既
に
他
の
福
祉

施
設
を
経
営
す
る
法
人
に
よ
っ
て

管
理
部
門
の
一
元
化
に
よ
る
効
率

的
な
経
営
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、

職
員
の
採
用
に
伴
う
雇
用
の
増
大

等
、
企
業
誘
致
の
観
点
か
ら
す
る

と
地
元
事
業
者
に
よ
る
運
営
を
優

先
す
る
必
要
が
あ
る
。
更
に
、
つ

わ
ぶ
き
荘
に
は
か
ね
て
よ
り
増
床

希
望
が
あ
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
つ
わ
ぶ
き
荘
に
よ

る
運
営
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

る
が
、
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ

や
法
律
上
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
も
あ
る
と
思
わ
れ
、

今
の
つ
わ
ぶ
き
荘
の
組
織
に
お
い

て
そ
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
ど

う
か
明
確
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
に

つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
た
い
と

考
え
、
そ
の
た
め
に
つ
わ
ぶ
き
荘

か
ら
職
員
を
招
き
、
検
討
作
業
に

お
い
て
介
護
現
場
の
現
状
や
問
題

を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
施
設
職
員
と
し
て
の
経
験
を

こ
れ
か
ら
の
計
画
の
中
に
反
映
し

て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

（
３
）
町
が
今
後
整
備
し
よ
う
と

し
て
い
る
施
設
は
町
民
に
限
り
利

用
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
施
設
で

原子力防災訓練

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
施
設

施
策
に
つ
い
て

第
50
回
四
国
地
区

町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

～
議
長
会
創
立
60
周
年
記
念
～

あ
り
、
施
設
が
出
来
れ
ば
待
機
者

の
解
消
に
は
充
分
な
効
果
が
あ
る

と
見
込
ん
で
い
る
。 

　
（
町
長
）

題
し
、
評
論
家
金
美
齢
先
生
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
泉
宏

先
生
の
政
治
記
者
と
い
う
立
場

か
ら
見
た
リ
ア
ル
な
政
権
交
代

の
裏
側
、
ま
た
テ
レ
ビ
で
も
活

躍
さ
れ
て
い
る
金
美
齢
先
生
の

講
和
に
参
加
し
た
議
員
ら
は
熱

心
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。
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委 員 会（協 議 会）報 告
月　日 委員会（協議会） 概　　　　　　　　　　　　要

９月10日 議会運営委員会 第18回定例会の運営について
９月16日 生活福祉委員会 ９月17日開催の議員全員協議会の所管事務の勉強会

９月17日 議員全員協議会

平成20年度伊方町の財政の健全化判断比率及び資金不足比率について
平成20年度愛媛地方税滞納整理機構の徴収実績について
町道路線の認定について 
子育て応援特別手当について
新型インフルエンザの感染予防対策について
八幡浜・大洲圏域における地域医療再生基金事業について
伊方町健康交流施設　亀ヶ池温泉指定管理者の募集について
八西地域情報基盤整備事業について
退職手当組合負担金について
条例等の改正について
その他
　①伊方ウィンドファーム事業の進捗状況について
　②愛媛マンダリンパイレーツ球団㈱への出資について
　③伊方町次世代育成支援後期行動計画について
　④伊方町男女共同参画基本計画の策定について

９月24日 議会運営委員会 割増退職金返還請求訴訟の件について
９月25日 議員全員協議会 　　　　　　　〃
９月28日 議員全員協議会 平成20年度一般会計等決算審議
９月29日 議会運営委員会 第18回定例会追加議案の審議について
10月７日 議員全員協議会 核燃料サイクル交付金について

11月４日
総務文教委員会
産業建設委員会
生活福祉委員会

合同現地視察
　伊方保育所改築工事
　伊方町リサイクルセンター建設工事
　伊方町斎場新築工事
　伊方町立三崎小中学校プール新築工事

８月４日　議会だより編集委員会
　　　　　議会運営委員会
　　　　　伊方地区忠霊塔戦没者慰霊祭
５～６日　 第７回全国原子力発電所立地議会サミット

実行委員会（東京都）  
　　12日　 伊方原子力発電所環境安全管理委員会（松

山市）
　　15日　愛媛県戦没者追悼式（松山市）
　　19日　伊方町環境監視委員会
　　20日　例月現金出納検査（監査委員）
　　21日　伊方町議会第16回臨時会
24～26日　玄海町視察（佐賀県） 
９月８日　区長会
　　　　　人権教育地域推進員研修会
　　10日　議会運営委員会 
　　11日　 八幡浜地区施設事務組合消防職員意見発表会
12～14日　泊マラソン（北海道）
　　16日　生活福祉委員会協議会

　　17日　議員全員協議会 
　　18日　例月現金出納検査（監査委員）
　　24日　議会運営委員会 
25～29日　伊方町議会第18回定例会
　　28日　議員全員協議会（決算審査）
　　29日　議会運営委員会 
10月１日　 第５回伊方町老人クラブ連合会スポーツ大会
６～７日　 第19回町村監査委員全国研修会（監査委員）

（東京都）
　　７日　議員全員協議会
　　９日　 第50回四国地区町村議会議長会研修会並び

に第２回町議会議員研修会（松山市）
　　16日　八幡浜地区施設事務組合議会臨時会
　　　　　例月現金出納検査（監査委員）
18～19日　県町村議会議長会第１回定例会（愛南町） 
　　21日　伊方町行政改革推進委員会
28～29日　 全国原子力発電所立地市町村議会議長会役

員会（東京都）

議 　 会 　 日 　 誌議 　 会 　 日 　 誌議 　 会 　 日 　 誌


